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本製品を安全に、また正しくお使いいただくために 
必ず本取扱説明書をお読みください。 
お読みになった後も大切に保管してください。 
本取扱説明書はお手持ちのスマートフォンや 
タブレットからアクセスすることができます。 

取 扱 説 明 書 及び部 品 表 



は  じ  め  に 
 
 

 このたびは本製品をお買い上げいただき、ありがとうございました。 

 
 この取扱説明書は、スノーブロワの取扱方法と使用上の注意事項について記載してあります。

ご使用前には必ず、この取扱説明書を熟知するまでお読みの上、正しくお取扱いいただき最

良の状態でご使用ください。 

 
 ●お読みになったあとも必ず製品に近接して保存してください。 
 ●製品を貸与または譲渡される場合は、この取扱説明書を製品に添付してお渡しください。 
 ●この取扱説明書を紛失または損傷された場合は、速やかにお買い上げの販売店または当社 
 にご注文ください。 

 ●本書は、 注意 として知っておくとお得な製品の性能や、製品自体の損傷防止に関する留 
 意事項を書いてあります。 

 ●なお、本製品については不断の研究成果を新しい技術として直ちに製品に取り入れており 
 ますので、お手元の製品と本書の内容が一致しない場合もありますので、あらかじめご了 
 承ください。 

 ●ご不明なことやお気付のことがございましたら、お買い上げの販売店または当社にご相談 
 ください。 

 

  
 

 

    印付きの下記マークは安全上、特に重要な項目ですので、よく読んで必ず 
  お守りください。 

 
 

          その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことになる 
          ものを示します。 

 
          その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性があ 
          るものを示します。 

 
          その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれのあるものを示 
          します。 

危険 

警告 

注意 

 

警 告 サ イ ン  
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 安全に作業するために 
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取扱説明書と本機に貼ってある  表示ラベルをよく読み、機械の使い方をよく理解し 
た上で使用してください。また、機械を点検して異常がないかを確認してから使用して 
ください。 
機械を他人に貸すとき、または他人に運転をさせるときは、運転の仕方を教え、本書も 
貸与し必ず読んでもらってください。 

 
１．本機を使用するにあたって                    

（１）使用する人の条件 

次の項目に該当する場合は本機を使用

しないでください。 

●飲酒したとき。 

●過労・病気・薬物の影響・その他の理

由により正常な運転ができないとき。 

●妊娠しているとき。 

●取扱方法を熟知していない人。 

●１６歳未満の人。 

 

 

（２）使用する人の服装 

機械に巻き込まれたり、滑って転倒し

たりする事故を予防するため、首巻

き・腰タオルをしないで、ヘルメット・

滑り止めの付いた靴を着用し、だぶつ

きのない作業に適した服装で安全な作

業をしてください。 

 

 

（３）適応トラクタ以外への装着厳禁 

   下記の装着条件に合致するトラクタ以

外には装着しないでください。 

  ●適応トラクタ 

型  式 適応トラクタ kW（PS） 

SB1991E（EU） 29.4～58.8（40～80） 

SB2291E（EU） 36.8～73.6（50～100） 

SB2591EU（U） 51.5～88.3（70～120） 

SB2791U 58.8～103.0（80～140） 

SB2991U 66.2～117.7（90～160） 

SB2991F 66.2～117.7（90～160） 

 ●３点リンケージ規格： カテゴリⅠ・Ⅱ・Ⅲ 

 ●ＰＴＯ回転速度： 540min-1(rpm) 

   ： 1000min-1(rpm) (SB2991F) 

 ●電源用バッテリ： ＤＣ１２Ｖ 

 ●油圧取出し： 複動１系統(EU ｼﾘｰｽﾞ,SB2991F) 

： 複動 2系統(SB2591U,SB2791U,SB2991U) 

 

（４）装着時の前後バランス確認 
３点リンケージに装着して持ち上げた

ときに、総質量の 20％以上の荷重が前

輪に作用していることが必要です。も

し、不足するときはフロントウエイト

を取付けて、20％以上を確保するか、

できなければ装着しないでください。 
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（５）バランスウエイトの取付け 

トラクタのバランスウエイトは指定さ

れた部分に取付け、指定されたウエイ

ト以外は取付けないでください。 

 

（６）機械の改造厳禁 

純正部品や指定以外の部品を取付けな

いでください。 

また、改造はしないでください。 

 

（７）使用目的以外への使用禁止 

除雪作業を目的として作られた機械で

す。他の目的には使用しないでくださ

い。 

 

（８）機械を他人に貸すとき 

   取扱方法をよく説明して、使用前には

『取扱説明書』を必ず読むように指導

してください。 

 

２．点検・整備をしてください                     

（１）１年毎の定期点検・整備を 

整備不良による不具合や事故を防止す

るために、１年毎に定期点検・整備を

受け、機械が最良の状態で作業ができ

るようにしてください。 

 

（２）始業点検・整備を忘れずに 

ご使用になる前と後には必ず点検・整

備を行ってください。 

 

（３）点検・整備・掃除をするとき 

点検・整備・修理・掃除するときは、

交通の危険がなく、機械が転倒したり、

動いたりしない平坦で安定した場所で、

ＰＴＯクラッチを切り、トラクタのエ

ンジンを停止させ、トラクタに車止め

をしてから行ってください。 

 

（４）機械を常にきれいに 

本機の性能を長期間維持するためにも、

機械を常にきれいに維持してください。 

 

（５）排気ガスには十分注意 

屋内などでエンジンを始動するときは、

エンジンの排気ガスによる一酸化炭素

中毒の恐れがあります。 

エンジン始動は、風通しのよい場所で

行い、やむをえず屋内で始動する場合

には、十分換気を行ってください。 
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（６）カバー類を必ず取付ける 

カバー類などの防護装置を取外すとき

は、必ずＰＴＯクラッチを切り、エン

ジンを止めてから行ってください。 

また、取外したカバー類は必ず元通り

に取付けてください。守らないと傷害

事故を引き起こす恐れがあります。 

 

（７）注油・給油をするときは 

ＰＴＯを切り、エンジンを止め、回転

部分が完全に停止してから行ってくだ

さい。 

 
（８）コントロールボックスの電源脱・着は 

トラクタのバッテリより電源を取出し

ます。その取付け方法は、＋側から行

ってください。 

外すときは、－側から行ってください。 

逆にすると火花が飛び危険です。 

（詳細は本文の『コントロールボック

ス』の取付けを参照してください。） 

 

 

（９）高圧油に注意してください 

①圧力がかかり噴出した油は、皮膚に

浸透する程の力があり、傷害の原因

になります。 

②高圧油により傷害を防止するために、

配管・ホースなどの取外し前には必

ず残圧を抜いてください。 

③圧力をかける前に配管・ホースなど

は正しく確実に締付けてください。 

④非常に小さな穴からの油漏れは、ほ

とんど目に見えないことがあります。 

 手で油漏れを探すことは止めてくだ

さい。必ず、保護メガネをかけ、紙

などを使用して調べてください。 

 

   ⑤万一、油が皮膚に浸透したときは、

強度のアレルギーを起こす恐れがあ

るので、すぐ医師の診療を受けてく

ださい。 

 

（１０）長期格納するときは 

機械をきれいにし、回転部には十分注

油して、屋内の平坦な場所に保管して

ください。 

コントロールボックスは、トラクタよ

り取外して屋内の乾燥した場所に保管

してください。 
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３．作業・移動をするときは          

（１）人や動物を近づけない 

特に子供には十分注意し、近づけない

ようにしてください。 

また、トラクタの油圧の昇降は付近に

人や器物がないことを確認してから行

ってください。 

 
（２）ＰＴＯ回転中は危険です 

回転部には近寄らない、触れないを守

ってください。 

 

（３）２人以上で作業するときは 

２人以上の共同作業では、お互いに声

を掛け合うなどして、安全を確かめ合

いながら作業してください。 

 
（４）エンジンを始動するときは 

ＰＴＯクラッチを切り、変速レバーを

中立にし、周囲の人に合図をして安全

を確かめてからエンジンを始動してく

ださい。周囲の安全を確かめ、急発進

しないよう徐々に発進してください。 

守らないと傷害事故を引き起こす恐れ

があります。 

 

 

（５）急な発進・停止・旋回・スピードの出

しすぎ禁止 

急な発進・停止・旋回、スピードの出

しすぎは、事故の原因となるだけでな

く、機械の寿命も縮めますので行わな

いでください。また、起伏の多いほ場

や傾斜地は、危険です。作業スピード

は極力低くして作業を行ってください。 
 

（６）傾斜地で作業するときは次のことを必

ず守ってください 

①斜面の等高線に平行、または斜めに

走行すると横転の危険があります。 

斜面の作業は、必ず直角方向に走行

してください。 

   ②傾斜地で旋回するときは、速度を落

とし、急ハンドルを切らないでくだ

さい。高速で旋回すると、転倒する

危険があります。 

 

（７）回転中のユニバーサルジョイントには 

触れない 

回転しているユニバーサルジョイント

に、手や足で絶対に触れないでくださ

い。巻き込まれ傷害を負うことがあり

ます。 
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（８）溝や畦を横断したり軟弱な所を通ると

きは 

スリップや転倒による事故を防ぐため

に、幅・長さ・強度が十分あるスリッ

プしないアユミ板をかけ、最低速度で

通ってください。 

 

（９）作業途中で運転席より離れるときは 

機械を平坦な場所に降ろし、ＰＴＯを

切り、エンジンを止め、駐車ブレーキ

をかけトラクタに車止めをしてくださ

い。 

また、トラクタの油圧を下げ、作業機

を地面に降ろしておくようにしてくだ

さい。 

 

（１０）高温油に注意してください 

 ①高温油による傷害を防止するために作

業直後の注油やミッションのオイル交

換はしないでください。作業前か十分温

度が冷えてから行ってください。 

 ②火傷やケガを負った場合は、速やかに医

者の診療を受けてください。 

 

 

（１１）回転中のオーガには触れない 

   回転しているオーガに触れると重傷を

負うことがあります。回転中は手や足

で絶対に触れないようにしてください。 

 

（１２）シェアボルトの交換や巻付いたヒモ

などを取り除くときは 

   エンジンを必ず止め、ブロワ・オーガ

の回転が完全に停止してから行ってく

ださい。 

４．道路走行・輸送するときは          

（１）公道走行時は 

保安基準を満たさない限り公道走行は    

できません。 

 

（２）トラックなどへ積込み・積降ろしは 

平坦な場所でトラックが移動しないよ

うエンジンを止め、サイドブレーキを

かけ、車止めをしてください。 

 積込んだ機械は強度が十分にあるロー

プで確実に固定してください。 

 

 

 

 

 

  
 

 以上、機械の取扱いで注意していただく主だった事項を記載しましたが、これ以外にも

本文の中で 印を付けて安全上の注意事項を表記しております。 
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５．公道走行するときは                                       

 農耕用トラクタに関わる道路運送車両法の運用が見直され、保安基準に緩和措置が設けられま

した。必要な対応をすることで、直装タイプの作業機で公道を走行することができます。公道

走行をする際は、下記項目を確認したうえで必要な対応を行い法令遵守して走行してください。 

 

１．必要な運転免許証について 

  トラクタ単体の場合、道路運送車両の技術基準（保安基準）の適合性を確保できる農耕 
トラクタであれば小型特殊免許/普通免許及び大型特殊免許（農耕用に限るも、含む）で運行

可能ですが、トラクタに作業機を装着した場合の寸法が下表①~④の数値をひとつでも上回

る場合、大型特殊免許（農耕用に限る、も含む）が必要となります。 

 
① 幅 １．７ｍ   ② 全高２．０ｍ（安全キャブや安全フレーム２．８ｍ以下）    
③ 全長４．７ｍ   ④ 最高速度１５ｋｍ／ｈ以下 

 
 
   下図を参考にご確認ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．保安基準への適合性確認  

  自動車の種類と大きさにより、申請や検査登録が必要になります。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

② 

①  

④ 

③ 

農業用小型特殊自動車 農業用大型特殊自動車

トラクタに作業機を装
着した時の寸法が、
全幅2.5m、全長12m、
全高3.8mをすべて超え
ない場合

公示一括緩和を適用した車両として
申請や登録は必要ありません。

全国の運輸支局等で検査登録が必要
です。

トラクタに作業機を装
着した時の寸法が、
全幅2.5m、全長12m、
全高3.8mをいずれかを
超える場合

・全長12m、全高3.8mのいずれかを超
える場合は、地方運輸局長に個別緩
和を申請する必要があります。
・道路管理者から特殊車両通行許可
を得る必要があります。

・検査登録が必要です。
・全長12m、全高3.8mのいずれかを超
える場合は、地方運輸局長に個別緩
和を申請する必要があります。
・道路管理者から特殊車両通行許可
を得る必要があります。
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３．灯火器類・ステッカーの取付け 

下記フローチャート（１）～（４）を全てそれぞれについてご確認いただき、必要に応じて公道

走行を行うための追加装備を取付けてください。 

 
（１）作業機最外側からトラクタの灯火器類までの距離 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

装備の取付け位置 

 道路運送車両法の保安基準により、各種灯火器類の取付け位置が定められています。Ａ・

Ｂについては前方・後方から見て、作業機の最外側から４０ｃｍ以内、高さが地上２５ｃｍ以

上１５０ｃｍ以下の場所に左右対称になるように取付けてください。Ｃは後方から確認でき

る位置に取付けてください。 

 
（取付け例） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

トラクタの後退灯以外の灯火器の取付け位置が

全て作業機の最外側から４０cm以内にある。

YES

（１）での追加装備

は必要ありません。

前面：A.白色反射器

後面：B.赤色反射器

C.制限標識

を取付ける必要があります。

NO
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（２）トラクタの運行速度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ※１ 運行速度が１５ｋｍ／ｈに制限されないトラクタと作業機との組合わせについては 

日農工のホームページ(http://www.jfmma.or.jp )をご覧ください。 

最大安定傾斜角度が不明な場合は、運行速度１５ｋｍ／ｈ以下で走行してください。 

    

 

作業機を装着した際に、最大安定傾斜角度が３０度以上または、３５度以上（車両総重量

が車両重量の１．２倍以上または、積載により重心高さが上がるもの）であれば、通常の

速度で道路走行できます。 

上記条件を満たない場合は、 

・運行速度１５km／h 以下での道路走行 

・道路走行をする際に、Ｃを作業機に表示、 

Ｄを作業機・運転席に表示 

を行う必要があります。 

 

装備の取付け位置 

    Ｃ・Ｄは後方から確認できる位置に取付けてください。 

    Ｄは運転席にも表示する必要があります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

（取付け例） 

＜安定性に関して＞ 

C.制限標識

　

Ｄ.速度制限表示

トラクタの運行速度が１５km／hを超えて走行が可能

NOYES

最大安定傾斜角度が３０度以上又は、３５度以上 ※1

通常の速度で

走行可能です。

後面：Ｃ.制限標識

Ｄ.速度制限表示

を取付け、１５km／h以下で

走行する必要があります。

（２）での追加装備

は必要ありません。

YES NO
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（３）トラクタのコンビネーションランプ（尾灯、制動灯、方向指示器）、後退灯の視認性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

装備の取付け位置 

道路運送車両法の保安基準により、各種灯火器類の取付け位置は定められています。 

・尾灯（テールランプ）    最外側から４０ｃｍ以内、高さは地上３５ｃｍ以上２１０ｃｍ以下 

・制動灯（ブレーキランプ） 最外側から４０ｃｍ以内、高さは地上３５ｃｍ以上２１０ｃｍ以下 

・方向指示器（ウインカー） 最外側から４０ｃｍ以内、高さは地上３５ｃｍ以上２３０ｃｍ以下 

・後退灯（バックランプ）   高さは可能な限り２５ｃｍ以上１２０ｃｍ以下 

 

コンビネーションランプは後方から確認（視認）できる位置に、上記条件を満たし、可能

な限り左右対称になるように取付けてください。 

後退灯は後方から確認（視認）できる位置に上記条件を満たすように取付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ トラクタから灯火装置の信号が出ているかを確認後、公道走行を行ってください。 

（取付け例） 

F.後退灯E.コンビネーションランプ

YES NO

作業機の機体最下部を地面から約２０cm上げた状態

で後方から確認し、トラクタのコンビネーションランプと後

退灯が視認できる。

・後退灯のみ視認できない場合は

可能な限りトラクタ上で移設してください。

・コンビネーションランプ、後退灯が視認

できない場合は作業機に取付ける必要

があります。

※取付けは販売店に相談してください。

（３）での追加

装備は必要

ありません。
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（４）作業機装着時の全幅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

装備の取付け位置 

    Ｇ・Ｃ は後方から見やすい位置に取付けてください。 

Ｈは前後、両端に赤白ラインが「ハの字」になるように取付けてください。 

     Ｉは後方から確認（視認）できる位置で、最外側から４０ｃｍ以内、 

高さは地上２５ｃｍ以上２１０ｃｍ以下に入るように取付けてください。また前方が白、後方

が赤になるようにしてください。  

   

 

 

 

   

（取付け例） 

作業機幅が１．７ｍ以下

YES NO

（４）での追加装備

はありません

作業機幅が１．７超～２．５ｍ以下

前面：A.白色反射器

後面：B.赤色反射器

C.制限標識

を取付ける必要があります。

*取付けは項目(1)を参照く

YES NO

前、後面：H. 外側表示板

両端 ： I. 車幅灯

後面 :C. 制限標識

後面 :G. 全幅表示

を取付ける必要があります｡

（トラクタの灯火器類が視認可

能であり、作業機の最外側から

４０cm以内にある場合）

H.外側表示板

I.車幅灯

C.制限標識

G.全幅表示

　※運転席にも表示する必要
　　があります。
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 ｐ.１１～１２の図は、保安基準による作業機への灯火器類・ステッカーの取付け例です。 

灯火器類の取付け位
置が全て作業機の最
外側から40cm以内の
場合

灯火器類の取付け位
置が全て作業機の最
外側から40cm以内、
かつ小型特殊免許・
普通免許で走行で
きるトラクタで幅
1.7m以上の作業機
を取付ける場合

作業機の最外側から
40cm以上離れている
灯火器がある場合

灯火器類・ステッカー取付け例

トラクタに作業機装着時の寸法が、全幅2.5m、全高3.8m、
全長12m以下の場合

灯火器類の
視認性

前照灯
車幅灯
尾灯

後部反射器
制動灯

方向指示器

トラクタのコン
ビネーションラ
ンプ・後退灯を
視認できる場合

トラクタのコンビネーションラン
プ・後退灯を視認できない場合

取付け部品無し取付け部品無し
①

②

③

例) ③に灯火器類を取付け④

 

 

 

 

 

 

 

 

  

灯火器・ステッカー

A.白色反射器

H.外側表示板F.後退灯

C.制限標識

G.全幅表示

B.赤色反射器 D.速度制限表示

I.車幅灯

E.コンビネーションランプ
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※ 全幅２．５ｍを超過する場合は、道路管理者（国道：地方道路局、県道：各都道府県、

市道：各市町村）から特殊車両通行許可を得る必要があります。 

  

 ｐ.８「(２)トラクタの運行速度」を確認後、速度制限表示が必要な場合は取付けてください。 

 

   例）⑦に速度制限表示を追加 

 
 
 
 
 
 
 

詳細は日農工「公道走行ガイドブック」( http://www.jfmma.or.jp/koudo.html)をご覧くださ

い。その他不明な点は、お買い上げいただいた販売店にご相談ください。 
 

灯火器類の取付け位
置が全て作業機の最
外側から40cm以内の
場合

作業機の最外側から
40cm以上離れている
灯火器がある場合

灯火器類の
視認性

前照灯
車幅灯
尾灯

後部反射器
制動灯

方向指示器

トラクタのコン
ビネーションラ
ンプ・後退灯を
視認できる場合

トラクタのコンビネーションラン
プ・後退灯を視認できない場合

灯火器類・ステッカー取り付け例

トラクタに作業機装着時の全幅が2.5mを超える場合

例) ⑥に灯火器類を取付け

⑤

⑥

⑦
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５．警告ラベルの貼付位置                               

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①部品コード 001306950010 ②部品コード 001206002260  ③部品コード 001206002280 

                             (SB1991sr,SB2291sr)          (SB1991sr,SB2291sr)     

 

 

 

 

 

 

 

④部品コード 001206002270 ⑤部品コード 001305200030   

(SB1991sr,SB2291sr)          (SB1991sr,SB2291sr)   
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 警告ラベルの取扱注意事項 

 （１）警告ラベルはいつもきれいにして傷をつけないように、また汚れている場合、中性洗

剤で洗い、柔らかい布で水気を拭いてください。 

 （２）傷ついたり、汚れたり、はがれた場合は、お買い上げの販売店または当社に注文し新

しいラベルを元の位置に貼ってください。 

（ラベルをご注文の際は、部品コードをご連絡ください） 

 （３）警告ラベルが貼ってある部品を交換する場合は、新しいラベルを注文して元の位置に

貼ってください。 

 （４）新しいラベルを貼る場合は、汚れを拭き取り、乾いた面に貼ってください。 

    気泡は隅へ押しながら抜いてください。 

Ａ１ 

Ａ２ 

Ａ４ Ａ３ Ａ５ 

Ａ６(EU,U) 

（A1～A6 一体型） 
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本製品の使用目的について 
  本製品は、除雪作業にご使用ください。 

使用目的以外の作業や改造などは、決して行わないでください。 

使用目的以外の作業や改造をした場合は、保証の対象になりません。 

（機体銘板貼付け位置図） 

アフターサービスについて 

機械の調子が悪いとき、不調診断に従って 

点検・処置しても、なお不具合があるとき 

は、お買い上げいただいた販売店、農協、 

または、お近くの当社営業所までご連絡く 

ださい。 

 

【連絡していただきたい内容】 

  ●品名と型式 

●機体 No．（ＳＥＲ－Ｎｏ） 

●ご使用状況は？ 

（どんな条件でどんな作業をしていたときに） 
●どれくらい使用されましたか？ 

（約〇〇時間使用後） 

●不具合が発生したときの状況をできるだけ 

詳しく教えてください。 

 
※機体№は、上図に示す機体銘板に打刻しております。 

 

【今後参考のため、次の空欄に機体 No．などを記入しておいてください。】 

 

品 名 スノーブロワ 

型 式  

機 体 № 

（SER－№） 
 

購 入 年 月 日 年      月     日 

販 売 店 名 

 

 

TEL：   （   ）      
 

 

 機体銘板 
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カッティングエッジ 

雪を崩す 

電動シリンダ・油圧シリンダ 

デフレクタを上下する 

シュート 

投雪方向を変える 

雪落とし棒 

詰まった雪を取り除く時に
使用 

チェンケース 

 

ユニバーサルジョイント 

トラクタの動力を本機に伝達する 

デフレクタ 

投雪角度を変える 

ブロワ 

雪を吹き上げる 

オーガ 

雪を中央へ寄せる  

入力軸 
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  ●トラクタへの本機の装着は、平坦で安定した場所で行ってください。 

  ●３点リンケージへの装着はリンケージの動きに十分注意し、２人以上の共同作業 

では、お互いに声を掛け合うなどして、安全を確かめ合いながら作業してください。 

  ●ユニバーサルジョイントの接続は、必ずトラクタのエンジンを止め、ＰＴＯクラッ

チを切ってから確実に取付けてください。 

  以上の事を守らないと傷害発生のおそれがあります。 

 

 

１.３点リンケージへの装着のしかた     ２.ユニバーサルジョイントの取付け     

 ◆３点リンケージの装着順序 

  左のロワーリンク、右のロワーリンク、

トップリンクの順序で取付けてくださ

い。 

 ◆水平状態に調整するには 

  トラクタ側のトップリンク及びリフテ

ィングロッドを使用して、本機が水平

になるように調整してください。 

メモ：オーガを地面につくかつかないか程

度に浮かすと振動が少なく楽に作業で

きます。 

 ◆チェックチェンで横振れ調整 

  運搬時及び作業時、本機の横振れを防

止するために、チェックチェンでトラ

クタ中心に本機中心が一致するように

左右均等に固定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆ユニバーサルジョイントの取付け順序 

  本機入力軸に取付けてから、トラクタ

ＰＴＯ軸に確実に取付けてください。 

 ◆ユニバーサルジョイントの長さ確認 

  ジョイントの長さは、３点リンケージ

による本機の上昇・下降により変化し

ます。 

  先に、ジョイントが長すぎないかを確

認してください。長すぎるときは、下

図の寸法が確保できるように切断して

ください。 

 
注意 

●作業時のジョイント角度は 30°(度)を

越えないよう調整してください。 

 30°(度)を越えるとジョイント破損の

原因となります。 

●ジョイントを切断するときは、ジョイ

ントについている『取扱説明書』の注

意に従ってください。 

 

 ◆カバー回転止めチェーンで固定を 

 ユニバーサルジョイントのカバーが回

転しないように、チェーンに余裕をつ

けてしっかりと固定してください。 

 

 

 

 
 

警告 

SB2791U,SB2991U,SB2991F 

ロワーリンクピン使用方法 

       ｶﾃｺﾞﾘⅡ           ｶﾃｺﾞﾘⅢ 
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３.コントロールボックスの接続           

 ※電動タイプ、電動油圧タイプ 

 ◆電源はトラクタのバッテリから取出し

ます。 

  コントロールボックスの電源は、トラ

クタのバッテリより取出します。 

 ◆接続できるバッテリの電圧は 12Ｖです。 

  24Ｖのバッテリに接続しないでくださ

い。間違って接続すると、コントロー

ルボックス内部の機器が破損します。 

 ◆(＋)、(－)の接続を間違えないように 

  白色線はバッテリの(＋)へ接続 

  黒色線はバッテリの(－)へ接続 

 
 

注意 

(＋)、(－)の接続を間違えると、コント

ロールボックスの電源ランプは点灯しま

せん。 

 

 

 

 

 接続の順序は(＋)側から行ってくださ 

い。 

 また取外すときは(－)側から行ってく 

ださい。 

 逆にすると、火花が飛び危険です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆コントロールボックスの取付け 

  コントロールボックスの裏側に永久磁

石を装着してあります。操作のしやす

いようにトラクタの運転席右側の金属

製フェンダなどに吸着させて取付けて

ください。 

 

 
 

 ◆配線の接続 

  電源コードと延長コードをそれぞれコ

ントロールボックスに接続します。 

  配線が作業の邪魔にならないようにト

ラクタに固定してください。

 
 

警告 
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 ◆電源ランプの点灯確認（電動タイプ） 

  配線の接続が終了したら、電源ランプ

が点灯していることを確認してくださ

い。   

  電源ランプがつかないときは、電源コ

ードのヒューズが切れていないか、 

バッテリの(＋)と(－)が逆になってい

ないか、コネクタがきちんと差し込ま

れているかを確認してください。 

 

 
◆作業終了後は取外して屋内保管 

  作業終了後は、電源コード・延長コー

ドのコネクタより切り離し、水などが

かからない屋内に保管してください。 

 

注意 

 シュートを旋回させる際は、デフレクタ

用電動シリンダのハーネスの長さに気を

つけながら旋回させてください。一方向

に必要以上旋回させるとハーネスが切断

してしまいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４.油圧ホースの接続           

 ※電動油圧タイプ、油圧タイプ 

 ①トラクタに本機を装着する。 

 ②トラクタのエンジンを停止し、油圧レ

バーを操作して残圧を抜いてください。 

 ③油圧ホースをトラクタの複動力カプラ

に接続してください。 

 

 
 

注意 
 

 異なるメーカーの油圧カプラを使用する

と、作動不良を生じる場合がありますの

で同じメーカーのオスカプラとメスカプ

ラで統一してください。(トラクタ純正カ

ップラの使用をお勧めします。) 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

点灯 
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１.ソリの高さ調整              

 ◆フレームとソリアームの穴位置で調整

調整後はピンを入れて固定してくださ

い。   

 
 

 
 ◆通常の作業を行う場合は、フレーム側 

  の穴①とソリアーム側の穴Ｂを使用し 

  ます。 

 

 ◆除雪の条件によってソリ高さを調整 

 ●新雪などの「やわらかい」雪のときは 

  穴位置を変えてソリが下がるように 

  調整します。（機体姿勢は水平） 

 ●圧雪状態などの「かたい」雪のときは 

  ソリが上がるように調整します。 

  （機体姿勢はやや前傾） 

 ●穴位置 Ｄはこの機種では使用しませ 

ん。 

メモ：オーガを地面につくかつかないか程

度に浮かすと振動が少なく楽に作業

できます。 

    

２.コントロールボックスの取扱い     

 ◆コントロールボックスの操作 

  電動タイプ(Ｅ) 

  コントロールボックスのジョイスティ

ック操作により、シュートの旋回 

  （左右）と、デフレクタの上下を 

  行います。 

 

                       
 

 

●電動タイプ（E）のコントロールボック

スには、過負荷になると高温となり回

路を遮断する装置が内蔵されています。 

過負荷となってシュート・デフレクタ

が動かなくなった場合は、凍結等の過

負荷の原因を取り除き、コントロール

ボックスの電源を切って３０秒程度待

ってください。その後コントロールボ

ックスの電源を入れて作業を再開して

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

① 

② 電動タイプ（E) 

 

電源ランプ 

 

 ジョイスティック 

（シュート・デフレクタ） 
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電動油圧タイプ(ＥＵ) 

  コントロールボックスのスイッチ操作

により、デフレクタの上下を行います。 

 

 
◆ヒューズの交換 

 ●デフレクタ用スイッチを操作してもデ

フレクタが動かない時は、ヒューズが

切れている場合があります。切れてい

るときは交換してください。 

  指定ヒューズ  

  ５Ａ(EU 用)、１０Ａ（F 用) 

 

３.シュートとデフレクタの操作          

 ◆シュート旋回の操作（電動タイプ） 

  シュート用スイッチを 

   右に倒すと、右旋回します。 

   左に倒すと、左旋回します。 

  スイッチより手を離すとスイッチが切

れ、シュートの動きは止まります。 

 
  

注意 

  シュートを旋回させる際は、デフレク

タ用電動シリンダのハーネスの長さに

気をつけながら旋回させてください。

一方向に必要以上旋回させるとハーネ

スが切断してしまいます。 

 

 

注意 

  シュート旋回時は、電動モータへの過

負荷を防ぐため、トラクタの走行を停

止させてから旋回操作を行ってくださ

い。 

   

 ◆デフレクタ上下の操作（電動タイプ） 

  デフレクタ用スイッチを倒すとデフレ

クタが動きます。 

  スイッチより手を離すとスイッチが切 

れ、デフレクタの動きは止まります。 

 
 ※シュートやデフレクタが凍結して動か

ない場合があります。凍結を取り除い

てからスイッチを操作してください。 

 

●コントロールボックスのスイッチを操

作してもシュート等が動かないときは、

電源コードについているヒューズが切

れている場合があります。配線関係を

チェックし、ショートなどが無いこと

を確認し、ヒューズを交換してくださ

い。 

 
  

注意 

  ヒューズを交換する場合は、必ず指定

容量のものをご使用ください。 

  ・電源コード用：３０Ａ 

  指定容量以外のヒューズは使用禁止 

 

ヒューズ 

（EU 用 5A) 

(F 用  10A) 

デフレクタ用 

スイッチ 

電動油圧タイプ（EU、F) 
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 ◆シュート旋回の操作（油圧タイプ） 

  トラクタの油圧レバーを操作し、シュ

ートの左右旋回を操作してください。 

 
注意 

  シュートを旋回させる際は、デフレク 

  タ用電動シリンダのハーネスもしくは 

  デフレクタ用油圧シリンダの油圧ホー 

  スに気をつけながら回転させてくださ 

  い。一方向に必要以上回転させる 

  とハーネス及び油圧ホースが切断して 

  しまいます。 

 

◆デフレクタ上下の操作（油圧タイプ） 

  トラクタの油圧レバーを操作し、デフ

レクタの上下操作をしてください。 

 

 

     
 

 ※シュートやデフレクタが凍結して動か

ない場合があります。凍結を取り除い

てから油圧レバーを操作してください。 

 

※保管時はシリンダのロッド部が錆びな

いよう、シリンダを縮めた状態で保管

するようにしてください。 

 

 

４.スタンドの取付け（オプション）   

◆スタンドの取付けについて 

 格納時に使用するキャスタスタンド 

 が取り付けられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆取付け方法 

●キャスタスタンドのリベットピンを本機 

 のフック部に引掛け、固定ピンを挿しこ 

 みＲピンで抜け止めをしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

油圧ｼﾘﾝﾀﾞ 

上 

下 

固定ピン穴 

フック部 

固定ピン 
リベットピン 

ｷｬｽﾀｽﾀﾝﾄﾞ  

Ｒﾋﾟﾝ 
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１.作業手順と要点                                 

 

 

 

            トラクタへの装着      ･･････  

 

 

 

 

            装着状態の調整確認     ･･････  

 

 

 

 

            ＰＴＯを入れ、各部の作動  ･･････ 

            確認後、ＰＴＯを切る 

 

 

 

 

            ＰＴＯを入れる       ･･････ 

 

 

 

 

            走行クラッチを入れ、作業  ･･････ 

 

 

 

 

            作業が完了したら、ＰＴＯ  ･･････ 

            クラッチを切る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

準 備 

除 雪 

３点リンケージ・ユニバ

ーサルジョイント・コン

トロールボックス・油圧

ホースの接続 

ソリの高さの調整 

トップリンク長さの 

調整 

オーガ・ブロワの回転、

シュート・デフレクタの

作動を確認する 

ブロワ内に雪が無いか

を確認する 

ＰＴＯ回転速度を低速

にする 

ＰＴＯ回転速度を上げ

る 

急発進はしない 

ＰＴＯ回転速度を低速

にして行う 
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２.移動するときは             

 ◆本機をあげる 

  移動するときは、必ず本機を十分な高

さまで３点リンケージで吊り上げてか

ら走行してください。 

 

 
 

 

 

①本機を装着しての運転は、周りの条 

件に適した速度で行ってください。 

   絶対に急発進・急ブレーキ・急ハン 

ドルは行わないでください。 

  ②カーブを曲がるときは、重心の変化 

や機械の幅に十分注意してください。 

 

 

３.ＰＴＯの入・切するときは            

 ◆エンジン回転速度を下げる 

  トラクタＰＴＯの接続・停止するとき

は、エンジン回転速度を最低にしてク

ラッチを操作してください。 

 

注意 

  ＰＴＯの接続・停止を高速回転で行う

と、シェアボルトの切断や本機損傷の

原因となりますので、行わないでくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆ブロワ内の残雪をなくしてからＰＴＯ

を切る 

  ＰＴＯを停止するときは、３点リンケ

ージを少し上げてブロワ内の雪をなく

した状態にしてからＰＴＯを停止して

ください。 

 

 
 

４.除雪するときは            

 ◆人や動物を近づけない 

  ●作業中は、絶対に人や動物を近づけ

ないようにしてください。 

  ●投雪口を人や動物に向けないでくだ

さい。 

 

 ◆建物などが近くにある場合 

  ●投雪距離を考慮し、デフレクタを操

作して安全に作業してください。 

  ●小石、木片などは、雪より遠くに飛

びますので、特に注意してください。 

 

 

 砂利道など小石のある所での除雪は、 

石を跳ね飛ばし危険です。 

 ソリを下げ、オーガを地面より浮かせ 

て作業してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

警告 

 
 

注意 
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 ◆新雪での除雪に心掛ける 

  爪付きオーガのため凍結した雪でも十

分作業できますが、オーガの消耗・ト

ラクタの過負荷を防ぐためにも新雪状

態での除雪をお勧めします。 

 

 ◆作業速度とトラクタタイヤ外巾につい

て 

  ●作業速度は通常0.3～0.4km/h近辺の

変速位置で作業して下さい。 

  ●タイヤ外巾は 

   SB1991E(EU)  1,910mm 以下 

   SB2291E(EU)  2,260mm 以下 

   SB2591EU(U)  2,510mm 以下 

   SB2791U      2,710mm 以下 

   SB2991U     2,910mm 以下 

   SB2991F     2,910mm 以下 

     に調整してください。 

  上記以上になりますと、安定した除雪

ができません。 

 

 ◆ＰＴＯの回転速度について 

  通常の除雪作業を行う場合、トラクタの

ＰＴＯ回転速度は 500～540min-1(rpm)

で行ってください。 

SB2991F の場合、ＰＴＯ回転速度は、

950～1000min-1(rpm)で除雪作業を行

ってください。 

 

型  式 ＰＴＯ回転速度 

SB1991E(EU) 

500～540min-1(rpm) 

SB2291E(EU) 

SB2591EU(U) 

SB2791U 

SB2991U 

SB2991F 950～1000min-1(rpm) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ブロワ内に詰まった雪を取除くときは 

、必ずＰＴＯを切り、エンジンを停止 

してから付属の雪落とし棒で取除いて 

ください。 

 これを怠ると、重大な傷害事故につな 

がります。 

 

 

 

 ●３点リンケージを持上げ、ユニバー 

サルジョイントに 30°(度)以上の角 

度がついた状態での作業は行わない 

でください。 

 ●ジョイントや本機破損の原因となり 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

警告 

 
 

注意 
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 作業の安全確保と故障を未然に防ぐには、機械の状態をよく知っておくことが大切です。 

 作業前の点検は、欠かさず行ってください。 

 

 

 

  ●取外したカバー類は必ず取付けてください。衣服が巻き込まれたり危険です。 

  ●点検整備をするときはＰＴＯを切り、エンジンを停止させて回転が止まってから 

行ってください。 

 

 

 点検一覧表 

№ 項  目 内  容 参照㌻ ﾁｪｯｸ 

1 ユニバーサルジョイント 取付けは完全か 17  

2 コントロールボックス電球 
電源ランプ点灯確認 

（電動タイプ） 
19  

3 油圧ホース 
トラクタへの接続は確実か 

      （電動油圧・油圧タイプ） 
19  

4 オーガへヒモなどの巻付き ヒモなどの巻付き物を除去 －  

5 オーガ駆動チェンの張り調整 たわみ量 10～15mm 27  

6 ブロワ・シュートの凍結 凍結面を解除 27  

7 シュート・デフレクタ 
シュートの旋回・デフレクタの動きは 

正常か 
21～22  

8 各部への注油・グリスアップ 各部への注油は十分か 29  

9 各部のボルト・ナット ゆるみ、ガタつきがないか －  

 

 以上について異常が認められない場合は、ＰＴＯ回転速度 500～540min-1(rpm)または、

SB2991F の場合は 950～1000min-1(rpm)まで徐々に上げ、1～2 分間ならし運転を行ってか

ら作業を始めてください。 

 

点 検 メ モ                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

警告 
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注意 

  チェンは特に初期伸びをします。初め

ての使用から10時間後は下記に従って

張り調整を行ってください。 

 

 

 

 ①チェンの張り調整や、各部の調整 

をするときは、ＰＴＯを切り、エン 

ジンを停止させて回転部が止まって 

から行ってください。 

 ②取外したカバー類は、必ず取付けて 

ください。 

 

 

１.オーガ駆動チェンの張り調整        

 ◆調整のしかた 

  ①チェンテンションを固定しているボ

ルトをゆるめる。 

  ②ロックナットをゆるめ、調整ボルト

でチェンテンションを押し込み、た

わみ量を 10～15mm に調整する。 

  ③ゆるめたボルトを確実に締め付けし、

チェンテンションを固定してくださ

い。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.凍結を防ぐには            

 ◆作業終了後は雪を取除く 

 ●ブロワの凍結を防ぐために、ケーシン

グ内に残った雪や、ブロワに付着した

雪を取除いてください。 

 

 
 

 ●シュートの凍結を防ぐために、シュート

ウォームとブロワケーシングの間・ウォ

ームに雪が入った場合は、必ず取除いて

ください。 

  雪を取除いた後、グリスを塗ってくださ

い。 

 

 
 

注意 

  シュートが凍結したときはシュートを

手でゆすり、凍結を解除してグリスを

塗り、旋回することを確認してくださ

い。 

 

 ◆屋内に入れる 

  作業終了後は、必ず屋内に入れて保管

してください。 

 

 

 
 

警告 
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３.シェアボルトの交換           

 シェアボルトはブロワ部とオーガ部に組

み入れてあります。 

 過負荷がかかったとき、ボルトがせん断

され、ブロワ・オーガの回転が停止しま

す。 

 

 ◆シェアボルトのサイズ 

 ●ブロワ部、オーガ部共通 

  トクシュボルト M８x３５ 各２本 

  U ナットＭ8 (低型)    各２個 

 

注意 

  シェアボルト・ナットは、上記指定ボ

ルトナット以外は絶対に使用しないで

ください。 

  

 ◆せん断したら交換してください。 

  せん断したボルトを除去し、穴合わせ

をしてからシェアボルトを入れ、ユル

ミドメナットで確実に締め付けしてく

ださい。 

 

 ●ブロワ部 

 
 

 ●オーガ部 

 
 

４.長期格納時の手入れ          

 ●水洗いして付着した泥やほこりなどを

落とし、巻付いた紐などを取除いてく

ださい。 

 ●乾燥後は、各回転部・摺動部に注油・

グリスアップをし、さびないようにし

てください。 

 ●塗装のはがれた部分には、塗料などを

塗ってさびないようにしてください。 

 ●各部のボルト・ナットがゆるんでいな

いかを確認し、ゆるんでいるときは締

め付けてください。 

 ●格納するときは、雨やほこりがかから

ない屋内の平坦な場所で保管してくだ

さい。 
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５.各部への給油・グリスアップ      

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎ギヤボックス内のギヤオイルは、100 時間毎に全量（1.6ℓ）交換してください。 

  （ギヤオイル ＃90） 

 ◎フロントミッション内のギヤオイルは、100 時間毎に全量（3.5ℓ）交換してください。

（ギヤオイル ＃90） 

 

 ※ユニバーサルジョイントは付属のジョイント取扱説明書を見て、給油・グリスアップ

をしてください。 

 

オーガ両端軸受 

グリスアップ（20h） 

シュート内部・底面 

グリスアップ（10h） 

ウォーム部 

グリスアップ（10h） 

※ユニバーサルジョイント 

グリスアップ（8h） 

◎ギヤボックス 

ローラチェン 

給油（20h） 

◎フロントミッション（SB2991F） 
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 不調内容 診  断 処  置 参照㌻ 

 

●雪が飛ばない 

 

●ＰＴＯ回転速度が遅い 

 

●シュートに雪が詰まっている 

●車速が速すぎる 

 

 

 

●回転速度を上げる 

 （500～540min-1(rpm)） 

●雪落とし棒で雪を取除く 

●車速を落とす 

 （0.3～0.4km/h） 

 

 

25 

 

●デフレクタが動かない 

 

●コントロールボックス（E） 

内の安全装置が働いている 

 

●ヒューズが切れている(EU) 

 

●デフレクタが凍結している 

 

●電動シリンダが故障している 

 

 

●電源を切り30秒程度待っ

てから作業を再開する。 

 

●コントロールボックス部 

 ヒューズを交換する（EU） 

●凍結を取除く 

 

●販売店へ連絡して下さい 

 

 

20 

 

 

21 

 

27 

 

●シュートが旋回しない 

 

 

 

●コントロールボックス（E） 

内の安全装置が働いている 

 

●ヒューズが切れている 

 

●シュートが凍結している 

 

 

 

●電源を切り30秒程度待っ

てから作業を再開する。 

 

●電源コード部ヒューズ

（30A）を交換する 

●凍結を取除き、回転部に

グリスアップする。 

 

 

20 

 

 

21 

 

27 

 

●電源ランプが 

点灯しない 

 

●配線の＋－が逆になっている 

 

●ヒューズが切れている 

 

 

●配線を確認してください 

 

●電源コード部ヒューズ

（30A）を交換する 

 

19 

 

21 

 

 

●ブロワが回転しない 

 

 

●シェアボルトが切断している 

 

 

●ブロワが凍結している 

 

●シェアボルトを交換する 

トクシュボルト M8x35 

  U ナット M8（低型） 

●凍結を取除く 

 

28 

 

●オーガが回転しない 

 

●シェアボルトが切断している 

 

●シェアボルトを交換する 

トクシュボルト M8x35 

  U ナット M8（低型） 

 

28 

  

●オーガ駆動チェン 

より異音が出る 

 

 

●チェンの張りすぎ、またはチ

ェンがゆるんでいる 

 

●チェンの張り調整をする

（たわみ量 10～15mm） 

 

 

27 
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１.主要緒元           

 

品 名 スノーブロワ 

型 式 
SB1991E 

SB1991EU 

SB2291E 

SB2291EU 

SB2591EU 

SB2591U 
SB2791U SB2991U SB2991Ｆ 

装 着 方 法 

3 点ﾘﾝｸ直装式 
ﾌﾛﾝﾄ 

3 点ﾘﾝｸ 

直装式 

ｶﾃｺﾞﾘ 

Ⅰ･Ⅱ 
ｶﾃｺﾞﾘⅡ ｶﾃｺﾞﾘⅡ・Ⅲ 

駆 動 方 法 ＰＴＯ駆動（回転速度 500～540min-1(rpm)） 

PTO 駆動 

（回転速度

950～

1000min-1 

(rpm)） 

適 用 トラクタ 

kW(ps) 

29.4～58.8 

(40～80) 

36.8～73.6 

（50～100） 

51.5～88.3 

（70～120） 

58.8～103.0 

（80～140） 

66.2～117.7 

(90～160) 

66.2～117.7 

(90～160) 

機
体
寸
法 

全 長

（mm） 
1,420 1,610 1,660 1,770 1,820 

全 幅

（mm） 
1,960 2,310 2,560 2,760 2,960 

全 高

（mm） 
2,330 2370 2,440 

質  量（kg） 570 640 670 810 845 900 

除雪幅（mm） 1,910 2,260 2,510 2,710 2,910 

作 業 速 度 0．3～0．4km/h 

作業能率 t/h 190 220 250 270 280 

 ※この主要緒元は、改良のため予告なく変更することがあります。 

 

２.主な消耗部品         
品    名 部品コード 備   考 

シェアボルト（ブロワ部） 
79113-3290-000 ボルトセット 8×35（トクシュ） 

シェアボルト（オーガ部） 

ヒューズ   5A 00900-0100-050 デフレクタ用（EU 用） 

ヒューズ  10A 00900-0100-100 デフレクタ用（SB2991F 用） 

ヒューズ  30A 00900-0100-300 電源コード用 

 

 

３.オイル            
給油箇所 使用オイル 給油量 

ギヤボックス ギヤオイル＃９０ １．６ℓ 

フロントミッション（2991F） ギヤオイル＃９０ ３．５ℓ 
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４.配線図（電動タイプ Ｅ）   
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５.配線図（電動油圧タイプ ＥＵ、Ｆ）   

  
 


